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本
年
も
ア
ソ
カ
幼
稚
園
と
の
合
同
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
水
田
に
入
る
こ

と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
園
児
た
ち
も
、
入
っ

て
し
ま
え
ば
元
気
満
点
！
楽
し
い
体
験
で

す
。
植
え
終
わ
っ
た
後
は
、
毎
年
恒
例
の

職
員
も
交
ざ
っ
て
泥
遊
び
！
「
ま
た
田
植

え
し
た
い
な
ぁ
。
」
こ
の
一
言
が
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
来
年
も

合
同
田
植
え
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま

す
！ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

  

 

初
め
て
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
練

習
は
難
し
く
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た

が
、
多
く
の
技
術
を
習
得
し
、
自
分
の
技

術
を
高
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年

は
、
永
易
先
輩
の
後
を
継
ぎ
、
優
勝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

武
拓
馬(

下
山
門
中)

 

  
 

※
「
根
っ
こ
部
」
と
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
に

発
病
す
る
根
こ
ぶ
病
に
つ
い
て
研
究
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
す
。 

７
月
2
日(

木)

に
は
JA
糸
島
、
7
日(

火)

に
は
JA
福
岡
市
の
そ
れ
ぞ

れ
の
生
産
者
の
皆
様
に
対

し
て
私
た
ち
の
研
究
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
真
剣
に
聞
い
て
下
さ
っ

て
い
る
の
が
伝
わ
り
、
緊

張
し
ま
し
た
が
一
生
懸
命

発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
研
究
を
続
け
ま
す
。 

6
月
19
日(

金)

行
橋
市
民
会

館
に
お
い
て
、
県
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
連
盟
年
次
大
会
が
開
催
さ

れ
、
糸
島
農
業
高
校
の
代
表
と

し
て
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
懸
命
に
頑
張
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
ク
ラ
ブ
役
員
が

し
っ
か
り
応
援
し
て
く
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

６
月
16
日
（
火
）
に
、
卒
業
生
や
専
門
学
校
の
先
生
な

ど
を
招
い
て
、
仕
事
の
内
容
や
、
や
り
が

い
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
仕
事
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
19
の
職
種

に
分
け
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
忙
し
い
中
、
生
徒
の
為
に
お
話
し

し
て
い
た
だ
い
た
先
輩
・
先
生
方
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

７
月
１
日(

水)

生
活
科
学
科
３
年
生
９
名

と
教
員
３
名
で
原
北
中
学
校
へ
出
前
授
業
に

行
き
ま
し
た
。
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
ン

ド
・
ア
ー
ト
を
作
り
、
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
は
、
縮
緬
細
工
で
七
夕
飾
り
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。
本
校
の
楽
し
み
方
や
共
通
話
題

で
盛
り
上
が

り
、
中
学
生

も
喜
ん
で
作

品

を

持

ち

帰
っ
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

６
月
22
日(

月)

に
１
年
生
全
員
で
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。
種
籾
を
播
種
し
て
か
ら

毎
日
水
や
り
を
行
っ
て
育
て
た
苗
を
、
丁
寧

に
手
植
え
し
ま
し
た
。
稲
の
１
本
植
区
・
３

本
植
区
・
５
本
植
区
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
の

学
習
で
生
育
の
比
較
調
査
を
行
い
ま
す
。
夏

休
み
中
も
管
理
と
観
察
を
し
っ
か
り
行
い
ま

す
。
秋
の
稲
刈
り
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。 

 

 

私
に
と
っ
て
、
最
後
の
大
会
が

県
大
会
へ
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。
手
に
し
た
四
本
の
矢
に
、
三

年
間
の
思
い
を
込
め
、
静
寂
の

中
、
弓
を
引
き
分
け
ま
し
た
。
と

て
も
思
い
出
に
残
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。 

主
将 

豊
嶋 

友
理(

前
原
中)

 

副
将 

武 

孝
晃(

下
山
門
中)

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

感
想
文 

 

農
業
機
械
同
好
会
の
部
員
７

名
が
農
業
ク
ラ
ブ
農
業
機
械
技

術
検
定
競
技
会
に
出
場
し
、
農

業
技
術
科
２
年
の
植
村
美
樹
さ

ん(

壱
岐
丘
中)

が
最
優
秀
賞
を

見
事
獲
得
し
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
同
科
２
年
の
山
本
萌

さ
ん(
二
丈
中)

が
優
秀
賞
、
農

業
技
術
・
農
業
経
済
科
１
年
の

田
中
亜
雅
志
く
ん(

次
郎
丸
中)

も
入
賞
の
結
果
を
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

 

最
優
秀
の
植
村
さ
ん
は
、
福
岡
県
の
代
表
と
し
て
全

国
大
会
（
群
馬
大
会
）
へ
出
場
し
ま
す
。 

保育士 

まず説明を受けます 

※
題
名
等
一
部
省
略
し
て
い
ま
す 

区
分 

環
境
【
優
秀
賞
】 

｢

世
界
の
畑
を
根
こ
ぶ
病
か
ら
守
り
た
い
進
め
根
っ
こ
部｣

長
澤
宗
亮･

楠
原
潤
一(

前
原
西
中)

入
江
諒(

前
原
東
中)

 

東
納
裕
理(

姪
浜
中)

園
田
倖
平･
柴
田
亜
美(

元
岡
中)

 

区
分 

文
化
・
生
活
【
優
秀
賞
】 

｢

花
と
緑
と
活
動
で
地
域
を
結
ぶ｣

斉
藤
比
呂
人(

姪
浜
中)

 

庄
嶋
達
也(

前
原
東
中)

白
石
渚･

吉
田
七
星(
前
原
西
中)

 

 
 

区
分 

食
料
・
生
産
【
優
秀
賞
】 

｢

糸
島
は
る
か
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー｣

園
田
倖
平(

元
岡
中)

 

区
分 

環
境
【
優
秀
賞
】 

｢

脱
、
過
剰
農
業
！｣

平
田
み
ど
り(

壱
岐
丘
中)

 

 

【
最
優
秀
賞
】
植
村
美
樹(

壱
岐
丘
中)

 

 

【
優
秀
賞
】
山
本
萌(

二
丈
中)

 

  

【
最
優
秀
賞
】
永
易
康
生(

舞
鶴
中)

 

 

【
優
秀
賞
】

武
拓
馬(

下
山
門
中)

 

【
特
選
】
松
原
彩
美(

前
原
中)

 

根っこ部らしく発表できた 

皆で協力する事ができた 

成果を出す事ができた 

後輩達に継承してほしい 

２年連続で最優秀賞をとり、嬉しい 

すごく嬉しい 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表 

意
見
発
表 

農
業
機
械
技
術
検
定
競
技 

農
業
情
報
処
理
競
技 

ポ
ス
タ
ー 


